当事者による相談支援のあり方について
１．市町村相談支援事業におけるピアカウンセリングについて

（１）実施状況
　全体会参考資料②及び③参照
　３２市町村が実施　　（内訳）身体30、知的7、精神10

　　　未実施市町村：島本町、摂津市、藤井寺市、富田林市、大阪狭山市、太子町

河南町、千早赤阪村、泉大津市、忠岡町、阪南市

（２）課題

　　①相談支援事業者に当事者がいない、実施体制・人員が整っていない　→人材不足

　　②人件費が拠出できない　→財源不足

　　③対象者が少ない　→ニーズ把握不足
２．障がい者相談員の配置状況

（１）配置状況

　部会資料３参照
（２）相談員研修の実施（府域）
　・身体障がい者相談員研修

　　ブロック別研修各１回実施

　・知的障がい者相談員研修

　　全体研修１回及びブロック別研修各１回実施

　・精神障がい者相談員研修

　　全体研修１回実施
（２）課題

　①相談員の高齢化

　②活動状況の格差
⇒当事者相談に関する実態調査の実施
　　市町村に対して、ピアカウンセリングの実施や障がい者相談員の活用に関する詳細内容について実態調査を行う。
調査の視点としては、人材確保の方法、実施方法、相談実績等とする。

資料　２








